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2021 年２月期通期連結業績予想に関するお知らせ 
 
 

「未定」としておりました 2021 年２月期通期連結業績予想（2020 年３月１日～2021 年２月 28 

日）につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 
 

 

１．2021 年 ２ 月期通期連結業績予想（2020 年３ 月 1 日～2021 年２ 月 28 日） 
 

  
 

売上高 

 
 

営業利益 

 
 

経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

 
1 株当たり 

当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

 

百万円 
 

    － 

 

百万円 
 

－ 

 

百万円 
 

－ 

 

百万円 
 

－ 

 

円 銭 
 

  － 

 

-.70 
 
今回予想（Ｂ） 

 
38,000 

 
△8,500 

 
△9,600 

 
△3,500 

 
△289.18 

 

増減額（Ｂ－Ａ） 
 

－ 
－ 

 
－ 

△2,400 

 
－ 

△2,500 

 
－ 

△2,200 

 
－ 

 

増減率（％） 
 

－ 

－

△6.2 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

（ご参考） 
 

前年実績（2020 年２ 月期） 

 
 

68,868 

 
 

△2,875 

 
 

△2,899 

 
 

△2,685 

 
 

△219.17 

（注）「今回予想（Ｂ）」は 2020 年３ 月 1 日～2021 年２ 月 28 日の 12 ヵ月間の数値であり「前年実績（2020年２

月期）」は、2019 年 1 月 1 日～2020 年 ２ 月 29 日の 14 ヵ月間の数値であります。 

 

２．公表の理由 

2021 年２月期通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響から

の回復は緩やかなものにとどまると思われ、国内外経済の動向に基づく当面の当社業績への影

響におきましては、ＥＣ販路を除き、当社の主要販路である百貨店及び商業施設や、当社が直

接運営する直営店の営業体制等への、直接的な影響を見積り、以下の条件の下に算出致しまし

た。 

（1） 下期の業績見積りについて 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響の長期化を考慮し、特に 2020 年９月以降の低調な百貨

店集客、長引く春夏セールによる秋冬商戦開始の後ろ倒し等、当面は実店舗における販売状況

は厳しい推移が見込まれることから、2020 年 9 月～2021 年２月（下期）の売上高は前年比 72%、

226億円と試算いたしました。 
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また、下期は来期 2022 年２月期において営業利益での黒字化を達成する上での重要なトラン

ジション期間（基礎固めを行う期間）と位置付け、下記重点課題を確実に実行いたします。 

（2） 繰越在庫のコントロールについて 

① 在庫削減は、すでに仕入在庫の圧縮による運転資本管理方法を確立しており、それに基

づき削減を進めてまいります。 

② 2020 年 9 月以降、秋冬シーズン新規商品については、建値消化率及び総消化率の向上に

向けた事業運営の抜本改善を目指す一方、秋冬期における前期繰越在庫および春夏期未

消化繰越在庫を徹底的に販売いたします。 

 (3) 販管費削減の更なる徹底について 

広告宣伝費、販売促進費の効率化に努め、160 にのぼる不採算売場の今期中の撤退による販売

関連経費等の削減を進めます。更に業務委託費等の見直し等により、販管費総額の削減を実行

いたします。 

以上により、2021 年２月期における下期連結売上高 226 億円、通期で 380 億円を計画してお

ります。営業損失におきましては、下期 28 億円、通期で 85 億円の損失としておりますが、店

舗撤退費用その他で約 15 億円の一過性費用が含まれており、下期実質営業損失は 13 億円程度

にまで圧縮する見積りとなります。なお、銀座の商業地に保有しておりました店舗用不動産の

売却により、特別利益約 67 億円を計上しており、親会社株主に帰属する当期純損失は 35 億円

となっております。上期実績に上記見積り額を加算し、通期連結業績予想としております。 

 

(注)上記通期連結業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 
 

 

以 上 

 

 


